










料品の予定比率が低かった｡

2003年と比較すると､ ｢飲食･食料品｣ (34.9-44.5%)､ ｢寺

社･公園｣ (49.6-57.1%)などの予定比率が増加し､食事を目

的とした来訪者の増加が伺える｡また､ ｢中古品･複合商業施設｣

(64.1 -49.5%)の予定比率がが減少した｡

5.来訪者の通行率と立寄り施設数の経時分析

5. 1　来訪者属性別の通行率の分布とその経時分析

図7に通行率(%) (-全通行回数/回答者数)の空間分布を示

す｡なお､ 2008年調査のみ大津通についても算出した｡万松寺通､

大須観音通､新天地通は全ての属性で5割前後の人が通行しており､

とくに万松寺通は多くの属性で6割以上の人が通行していた｡性別

(図5a, b)で比較すると､ ｢男性｣は電化関連店や中古品店･複合

商業施設の多い赤門通､新天地通､大須観音通東側の通行が多く､ ｢女

性｣は衣料品店や飲食店が多い方松寺通､大須観音通､東仁王門通

の通行が多かった｡同伴者の有無(図5C, d)で比較すると､ ｢あ

り｣の方が｢なし｣に比べ､大須観音通､万松寺通､仁王門通､東

仁王門通の通行率が多い｡前述した各属性ごとの立寄り施設数が多

い施設種と､各通りの構成比が多い施設種の間での対応が見てとれ

る｡また､同伴者｢なし｣は地下鉄駅付近(大津通南側､大須観音内)

の通行が多く､ ｢なし｣のうち65%が地下鉄･バスで来訪していた

ことを反映している｡交通手段(図5C, f)で比較すると､ ｢地下鉄･

バス｣は｢自動車｣に比べ､大津通南側一万松寺通東側の上前津駅

付近の通行率がとくに多い｡また､大須地区の北に位置する栄地区

-と続く大津通の通行も多い｡ ｢自動車｣は東西方向の通行が多い

のに加え､大型駐車場が立地している新天地通､赤門通､本町通の

通行が多く､特徴的な周回路を形成している｡　2003年(図5g,h)

と比較すると､ ｢男性｣は大須観音通､東仁王門通､仁王門通の通行､

｢女性｣は大須観音通､万松寺通､東仁王門通の通行が増加し､共

に東西方向の通行が増加した｡男女ともに大須観音通､東仁王門通､

仁王門通における飲食･食料品店の増加や､万松寺通東端の大型複

合商業施設の開店の影響が考えられる｡また､男性は赤門通､裏門

前通､新天地通の通行が減少しており､電化関連店の減小の影響が

考えられる｡

5. 2　通りの各部の通行率･立寄り施設数とその経時分析

主要9通りと大津通を､通りが交差する地点で分割して(計

26ヶ所)､分割した通りの各部位について平均通行率(%) (以下､

通行率)と､平均立寄り施設数(ヶ所/人) (-部位に存在する施

読-の全立寄り施設数/回答者数) (以下､立寄り施設数)を求めた｡

図8に通り各部の通行率と立寄り施設数の2008年の値と2003年か

らの増減を示す｡通行率は万松寺通②(74.0%) ､万松寺通(D(71.0%) ､

大須観音通(62.8%)の順で高く､立寄り施設数は大須観音通(0.65)､

新天地(D (0.50)､万松寺(丑(0.43%)の順で高かった｡通行率に対

して立寄り施設数が最も大きい通りは大須観音通であり､飲食･食

料品店の多さや､大型中古品店が新装開店した影響が考えられる｡

また､通行率に対して立寄り施設数の小さい本町通②③､新天地通

②などは､通り抜け目的で利用されていると考えられる｡

2003年と比較すると､通行率は東仁王門通(Dにおいて大きく増

加し(35.0%-59.5%)､万松寺通③､東仁王門通②③､仁王門通
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においても増加した.一方､新天地通①､赤門通(D②､万松寺通で

は減少した｡立寄り施設数は､大須観音通におてい大きく増加し

(0.50-0.65)､万松通① (0.71 - 0.43)と新天地通(丑(0.88 -0.50)

では大きく減少した｡ 2003年では0.8ヶ所台が最高値であったが､

2008年では0.6ヶ所台に留まり､全体的に値が減少したとともに､

立寄る施設が分散した｡万松寺①から万松寺②③-の通行率･立寄
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図6　施設種別の予定比率の変化
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図7　属性別の通行率分布






